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＜国家＞ 

啓蒙運動 ①美濃部達吉（憲法学者・東大教授・貴族院議員） 

 →天皇機関説（統治権は法人である国家にあり，天皇はその国家法人の最高機関として，憲法に従って統治権を行使するという憲法学説） 

    in『憲法講話』(1912)・『憲法撮要』(1923) →ヨーロッパの国家法人説に基づく 

  天皇主権説（上杉慎吉らによる天皇の権力行使の制限はないとする憲法学説） 

［Ａ］大正デモクラシー 
大正時代③［大正デモクラシー］ 

②吉野作造（政治学者・東大教授） 

 →民本主義（主権在民(国民主権)の民主主義とは一線を画し，主権在君(天皇主権)の明治憲法での民衆の政治参加を主張） 

       →民衆の政治参加のため，具体的には普通選挙法と政党内閣制の実現を説く 

    in『中央公論』(1916)（論文「憲政の本義を説いて其有終の美を済すの途を論ず」を発表） 

1918 年 黎明会（吉野作造・福田徳三らを中心に結成された啓蒙団体） 

1918 年 新人会（吉野作造らの指導を受けた東大学生を中心に結成された思想団体） 

1919 年 建設者同盟（早稲田学生を中心に結成された思想団体） 

知識人が情報の 

ない一般人に 

知識を教え諭す 

↓ 

民衆運動の 

基本理念となり， 

天皇機関説・民本 

主義は立憲政治・ 

政党内閣制の 

理論的支柱となる 

＜天皇機関説＞＝統治権は法人である国家にある 

＜法人(会社)＞ 

社長 

＜国家＞ 

天皇(最高機関) 

国家＞天皇…天皇は国家という枠組みの中の最高機関 

→天皇は国家の代表者として，国家のルール(憲法)に従って統治を行う 

→天皇も憲法を守らなければいけない＝天皇の統治権は憲法によって制限される 

①民主主義…主権は国民にあり(主権在民＝国民主権)，天皇にはない 

      →but 大日本帝国は天皇制を国体(国家体制)としているので，主権は天皇にある(主権在君＝天皇主権) 

②民本主義…主権が天皇にある中で，どうすれば国民の意見を政治に反映することができるだろうか？ 

      →普通選挙法・政党内閣制の実現によって可能になる 

＜天皇主権説＞＝統治権は天皇にある 

天皇 

天皇＞国家…天皇は国家を超越した存在 

→憲法などの法の成立以前から存在する現人神 

→天皇の権力に制限はない＝天皇の統治権に制限はない 

①自由民権運動 岸田(中島)俊子（自由民権運動に参加→のち，中島信行〔自由党副総理〕と結婚） 

        景山(福田)英子（1885 年の大阪事件で大井憲太郎と共に逮捕される）Ｐ66 へ 

         ★夫の死別後，自叙伝『妾の半生涯』を著し，女性解放雑誌『世界婦人』を刊行 

②廃娼運動   矯風会(日本キリスト教婦人矯風会)（廃娼運動・純潔運動・禁酒運動などを行う） 

         設立＝矢島楫子（キリスト教徒） 

明 
 

治 

大 
 

正 

婦人運動 

売春婦廃止運動 

大正政変・米騒動により，民衆が団結すれば内閣さえ倒せることを学ぶ 

＝立場の弱い労働者・小作人・被差別部落民など下層階級に自信を与える 

内閣 議会 裁判所 重役 重役 重役 

統治権 

内閣 議会 裁判所 

統治権 

1924 年 婦人参政権獲得期成同盟会（女性参政権運動のための組織） 

     結成＝市川房枝(戦後，参議院議員となる) 

1925 年 婦選獲得同盟（のち，戦争の激化に伴い 1940 年に解散） 

1911 年 青鞜社（女性の感性の解放をめざす女性のみの文学団体） 

     結成＝平塚雷鳥(らいてう・明) 

     雑誌＝『青鞜』（平塚雷鳥の創刊の辞…「元始，女性は実に太陽であった」） 

1920 年 新婦人協会（初の市民的女性団体→治安警察法第５条「女子の政治結社・政治集会禁止」の改正運動） 

     結成＝平塚雷鳥・市川房枝・奥むめお 

        →1922 年の高橋是清内閣時に改正(目標達成)→次は女性にも選挙権をくれ 

1921 年 赤瀾会（女性社会主義者の団体） 

     結成＝伊藤野枝（大杉栄の妻） 

        山川菊栄（山川均の妻） 

［その他］ 

甘粕事件で夫の大杉栄と共に殺害される 

戦後，労働省婦人少年局の初代局長に就任 

み の べ たつ きち 

みん ぽん しゅ ぎ 

れい めい かい 

けん ぽう さつ よう 

きょう ふう かい 

や じま かじ こ 

はい しょう うん どう 

せい とう しゃ 

きょう ふう かい 

ひら つか らい ちょう 

せい とう 

ふさ え らい ちょう 

ふ せん かく とく どう めい 

ひら つか 

せき らん かい 

ふさ え 

の え 

きく え 

はる 

げんし 

さかえ 

わらわ 

な みち 

※①大日本帝国憲法の君権主義的側面…大日本帝国ハ万
ば ん

世
せ い

一
い っ

系
け い

ノ天皇之ヲ統治ス(第 1条)・天皇ハ神
し ん

聖
せ い

ニシテ侵
お か

スヘカラス(第 3条)天皇主権説 

 ②大日本帝国憲法の立憲主義的側面…天皇ハ国ノ元首ニシテ統治権ヲ総
そ う

攬
ら ん

シ此
こ

ノ憲
け ん

法
ぽ う

ノ条
じょう

規
き

ニ依
よ

リ之ヲ行フ(第 4条)天皇機関説 

図解ＮＯＴＥ①［天皇機関説］ 

図解ＮＯＴＥ②［民本主義］ 
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1912 年 友愛会（労資協調主義をとる労働者の共済・修養組織）労働者と資本家で話し合って労働条件を改善していこう 

     結成＝鈴木文治（キリスト教徒） 

     ★大戦景気に伴い労働者が増加したが実質賃金は低下→賃金引上げを求める労働運動が高揚 

1919 年 大日本労働総同盟友愛会（労働者の増加を受けて友愛会を改称） 

     ★最初のメーデー(1920)（毎年 5 月 1 日に世界的に行われる労働者の祭典）at 上野公園 

1921 年 日本労働総同盟（階級闘争主義をとる全国的労働組合組織）ストなどを起こして労働条件を改善させよう 

1925 年 日本労働組合評議会（左派・右派による総同盟の分裂後，日本労働総同盟を除名された左派が結成） 

［社会主義の形態］ 

①国家社会主義（国家主義の立場から社会改良を主張→天皇を中心とした平等な国民生活の実現をめざす）＝国家が主体となって社会主義を実現 

  ★1920 年代以降の相次ぐ恐慌（戦後恐慌・震災恐慌・金融恐慌・昭和恐慌）に応じて，軍部の青年将校を中心に活発化 

   →国家社会主義をめざすためには，他勢力（政党・官僚・財閥）をクーデターで排除し，天皇を中心とした軍部独裁政権を樹立する→クーデタを決行 

②社会民主主義（議会政治を通した変革をめざし，階級対立のない平等な社会の実現を主張）＝国民が主体となって民主的な手段で社会主義を実現 

  ★選挙で同じ社会主義者の候補者に票を入れ，社会主義者を当選させる→議会の議席の過半数を社会主義者で占めれば社会主義が実現できる 

   →社会主義者の多くは労働者・貧農で選挙権を持っていないため，明治時代にはあまり盛り上がらず→1925 年の普通選挙法の施行以降，再び盛り上がっていく 

③共産主義(マルクス主義)（無搾取・無階級社会を理想とする→労働者階級の社会主義革命による権力奪取を主張） 

  ★革命を起こして資本主義政府を倒し，社会主義の政府を樹立する→革命後は，共産党政府の一国一党体制による統治 

④無政府主義(アナーキズム)（国家権力をはじめ議会・政党を否定して完全な自由社会の実現を主張） 

  ★革命を起こして資本主義政府を倒し，社会主義の政府を樹立する→革命後は，政府や議会などの国家権力全てを否定 

［アナ・ボル論争(1921～)］ 

［ｱﾅﾙｺ･ｻﾝﾃﾞｨｶﾘｽﾞﾑ］ 

（無政府主義＝アナーキズム） 

大杉栄 

［ﾎﾞﾙｼｪﾋﾞｽﾞﾑ］ 

（共産主義＝マルクス・レーニン主義） 

山川均・堺利彦 

VS 

1922 年 日本共産党（コミンテルン〔国際共産党〕の日本支部として非合法に結成） 

     結成＝山川均・堺利彦    共産主義は天皇制を否定するため非合法 

1922 年 全国水平社（被差別部落民の差別解消のための中心組織） 

     水平社設立宣言文＝「人の世に熱あれ，人間に光あれ」（起草＝西光万吉） 

1919 年 猶存社（国家社会主義に基づく国粋主義団体→右翼の源流となる） 

     結成＝北一輝・大川周明・西田税 

          ↳ 『日本改造法案大綱』（天皇大権・議会の解散・私有財産の制限など国家改造を強調） 

 

1920 年 日本社会主義同盟（社会主義者の統一組織） 

     結成＝山川均・堺利彦・大杉栄 

労働運動 

好況に対する 

物価高騰が背景 

社会主義運動 

労働運動の高揚・ 

ロシア革命の影響 

部落解放運動 

農民運動 

地主の小作人への 

高額小作料が背景 

原 

敬 

内 

閣 

高
橋
是
清
内
閣
・
加
藤
友
三
郎
内
閣 

1922 年 日本農民組合（地主への高額小作料減免を要求する小作争議を指導する全国的農民組織） 

     結成＝賀川豊彦・杉山元治郎 

      ★小作調停法（1924 年に制定された小作争議発生の場合の対応を定める） 

 

国家社会主義 

国家改造運動へ 

昭和期に発展 

［Ｂ］大正デモクラシー(社会運動) 

 森戸辰男〔東大助教授〕の発表したロシアの無政府 

主義者に関する論文「クロポトキンの社会思想の研究」 

が危険思想とされ，森戸辰男とそれを東大機関誌に掲 

載した発行編集人の大内兵衛が休職処分となる。 

［森戸事件(1920)］ 

 

国家社会主義・国家改造運動は 

大正デモクラシーとは関係なし！ 

農村出身の多い軍部の青年将校に絶大な影響を与える 

関東大震災後の 1923 年に 

甘粕事件で妻の伊藤野枝と共に殺害される 

えた・非人の 

共産主義系 

［思想の大枠］ 

①資本主義(経済的)……貧富の差の生まれる社会 

②社会主義(経済的)……貧富の差のない平等な社会 

③国家主義(政治的)……国家の利益を優先する 

④民主主義(政治的)……国民の利益を優先する 

 

※自由主義(個人主義)…国民の利益を優先する 

賃金 up など 

労働条件の向上を 

資本家に要求 

特に共産主義 

・無政府主義 

活動が活発化 

［ＮＯＴＥ］ 

→共産主義系のため翌年禁止される 

大正時代③［大正デモクラシー］ 

→日本農民組合結成後， 

 各地で小作争議が多発 

住む集落 

ゆう あい かい 

ぶん じ 

さかえ 

が かわ とよ ひこ もと じ ろう 

ゆう ぞん しゃ 

きた いっ き みつぎ しゅう めい 

さいこうまんきち 

ひとし 

ひとし 

さかえ ひとし もりとたつお 

おおうちひょうえ 

もりとたつお 


